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1. 背景と目的 
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• 業務システムがIT化され、業務が効率化されつつある 
 

• さらなる効率化のために 
• 需要変動への対応 
• 現場の従業員の工夫の取り込み 
 

• 従来の業務システムは、予め設計された固定の手順で
動作しており、変動対応や工夫の取り込みが困難 
 
 

需要変動や現場の工夫を理解して、最適な業務プロ
セスを導出する人工知能(AI*)が求められている 

*AI: Artificial Intelligence 
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2. 今回開発したシステム 
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人工知能が業務現場の工夫を取り込んで業務指示を出し、人がその業務指示に
新たな工夫を追加する仕組みを絶えず動かすことで、人工知能は賢くなり、人の
スキルも向上 

顧客 

[人の工夫が反映された]業務結果 

[データ分析から導いた工夫を含む]業務指示 

業務システム 

人工知能 

業務現場 

業務指示生成 

業務結果から 
工夫を理解し 
業務指示に 
反映 

適切な学習 
データを自ら 
選択し需要変動 
に対応 

・独自の工夫を追加 
・業務指示から業務改善 
 のヒントを得る 

業務依頼 

業務ビッグデータ 
(過去実績データ) 

需要変動に追従しつつ、人と人工知能が協力して効率的な業務運用を実現 

特徴(1) 特徴(2) 
特徴(3) 

特徴(3) 

様々な形式の 
ビッグデータを 
素早く取り込む 
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3. 特徴(1)： 人の工夫を理解し業務指示に反映 
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現状： 現場の作業者は自身の経験則に基づいて工夫や改善を重ねている 
課題： 工夫や改善を業務システムに取り込むには、専門知識・専門家が必要 
特徴： 人工知能が工夫や改善を理解し、日々業務指示に反映 

SE 

AI 

人
工
知
能
非
搭
載 

人
工
知
能
搭
載 

業務システム 

従業員へのヒアリングや業務実績データの解析に基づきSEがプログラミング 

業務指示 

業務実績データと過去データの相関分析にて、生産性が向上するようプログラム自動更新 

業務現場 

業務システム 

業務指示 

業務現場 

過去 
ﾃﾞｰﾀ 

業務実績データ 

改善提案 
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3. 特徴(2)： 学習データを自ら選択し需要変動に対応 
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現状： 実業務では、定期的な季節変動や急激な需要増減の双方が混在 
課題： 予測が難しい急激な変化は、そのつど個別に対応が必要 
特徴： 似通った業務状態の過去のデータを選択・学習し、需要変動に対応 
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載 

業務システム 

業務システム 

全ての過去データから業務傾向を 
分析し、予めプログラミング 

業務 
依頼 

業務 
指示 
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指示 

0

2

4

6

５月 ７月 

商品A 

商品B 

商品C 
0
2
4
6

５
月

 
６
月

 
７
月

 
８
月

 

商品A 

商品B 

商品C 
0
2
4
6

５
月

 
６
月

 
７
月

 
８
月

 

商品A 

商品B 

商品C 

業務依頼と類似した過去データを選択・学習し、 
逐次プログラム更新 

業務内容 
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3. 特徴(3)： 様々な形式のビッグデータを素早く取り込む 
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現状： 業務ビッグデータは、一般的に表形式で、数値・文字・記号が混在 
課題： データ解析には、業務知識を持つ専門家による仕分けが必要 
特徴： データの統計分布と表記知識を組み合わせ、データ種別を自動判別 

① 平均、中央、 
    最頻値 
    の位置関係 

Mode = 95 
Median = 121 

Mean = 163 

Cumulative y-Gaps  
= 32135.34 

Mean of x-Gaps 
= 139.7 

② x軸差分値の分布 ④ y軸差分値の分布 

Skew = 0.31 
Kurt = 0.13 

Skew = 0.87 
Kurt = 1.42 

Skew = 0.98 
Kurt = 3.21 

 
③ 歪度、尖度 

⑤ 文字列表記パターン ⑥ 編集距離、区分文字列の分布 

特徴生成 判別 データ データ種別 

統計分布や表記のゆれなどの特徴を抽出 データ種別を判別 

①比例尺度 
（数量、時間、…） 

②間隔尺度 
（時刻、日付、…） 

③順序尺度 
（オーダ順、レベル、…） 

④名義尺度 
（ID、符号、…） 
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4. 業務施策を生み出す人工知能の処理の流れ 
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人工知能 

流通 

・店員配置最適化 

入力データの自動解釈 

と、組み合わせ生成 

アウトカムに関連する 

特徴量の絞込みと、 

関係式の導出 

自動 

解釈 

物流 

・倉庫作業最適化 

プラント 

・運用コスト最適化 

施
策 

入力データ 最適化施策 

数十万の

特徴量 

方程式： 

アウトカム

=f(x) 

業績（アウトカム） 
・利益、生産性 
・売上、コスト 

行動 
・来店 
・取引 ・購買 

運営 
・従業員 ・作業 
・能力  

業務環境 
・レイアウト  
・商品配置  

• 目的： 業績（アウトカム）と、アウトカムに関連する顧客、運営、業務環境
などのビッグデータの関係を自動的に算出し、業績向上仮説を生成 

• 特徴： 人が見つけることが困難な、データデータの奥に潜む複雑な関係
を、網羅的総当たり計算により発見 
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5. 実証例： 物流倉庫作業への適用 
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導出した作業効率モデルをカート割り当て業務システムに組み込み、  
カート投入順序の最適化を実施 

集品作業効率が作業時刻と特定棚の混雑と相関 

作業指示データ、作業生産性実績データ 

物流倉庫内の集品作業 

入力 

出力 

最適化 

カート投入順序を人工知能で 
最適化して集品指示書を発行 

集品指示書 

物流倉庫での集品作業において、人工知能を投入 
作業時間が何％短縮することができるか実証 
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6. 人工知能の学習効果 （シミュレーション結果と実評価） 

8 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

作
業

時
間

比
率

 

作業日 

人工知能無し 
人工知能有り（需要変動非対応） 
人工知能有り（需要変動対応） 0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

人工知能無し 人工知能有り 
（需要変動非対応） 

人工知能有り 
（需要変動対応） 

平
均

作
業
時

間
比

率
 

需要を大きく変動 
させた期間 

日ごとの作業時間比率 
（人工知能無しの場合を1としたときの比） 

作業時間比率の平均 
（人工知能無しの場合を1としたときの比） 

26%減 36%減 

• シミュレーション： 需要変動のある集品データに対して、開発した人工知
能は効率的・動的にモデルを学習可能であることを確認 

作業日 

作
業
時
間
比
率

 

平
均
作
業
時
間
比
率

 

• 実評価：人工知能を使わない場合に比べ、８％の作業効率改善を確認 
 シミュレーション値との差は、業務現場の制約が主な原因 



© Hitachi, Ltd. 2015. All rights reserved. 

7. 集品作業効率改善のデモンストレーション 
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動画にてご紹介いたします 

人工知能あり 
（需要変動非対応） 

人工知能あり 
（需要変動対応） 
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8. 今後の展開: AIシステムの適用先と活用事例の案 
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物流 金融 交通 製造 

 
 
 
 
 
 
 
人：AIが生成したデータに基
づく作業指示から学習 
AI：作業実績データを解析す
ることで人の創意工夫を学習 
効果：作業順序を最適化 
         ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ生産性8%向上 

 
 
 
 
 
 
 
人：AIが導出した保険契約率を
向上させる施策から学習 
AI：営業成績の高い渉外員の業
務パターンを学習 
効果：保険契約の受注率向上 

 
 
 
 
 
 
 
人：経験や知見に依らない効
率的な運転法の案を学習 
AI：運転手の効率的な運転方
法をデータから学習 
効果：渋滞の緩和、運転の高
効率化 

 
 
 
 
 
 
 
人：AIが生成した新しい作業
手順を学習 
AI：作業ログを解析すること
で人の創意工夫を学習 
効果：製造の歩留まり低減、
作業員スキルの向上 

ヘルスケア 流通 海淡プラント コールセンタ 

 
 
 
 
 
 
 
人：AIが生成した創薬対象に
対する特性から学習 
AI：人による薬剤発見、設計、
設計プロセスの工夫を学習 
効果：創薬の効率化 
 

 
 
 
 
 
 
 
人：AIが導出した、経験や知見
に依らない効率的な売上を学習 
AI：商品種類、配置、従業員の
行動データから人の工夫を学習 
効果：顧客単価向上に寄与する
商品や店員の配置 

 
 
 
 
 
 
 
人：AIが導出したエネルギー効
率の高い運転法学習 
AI：運転ログを分析し、機器操
作に関する人の工夫を学習 
効果：高効率なプラント運転 

 
 
 
 
 
 
 
人：AIが導出した高受注率の
業務パターンを学習 
AI：受注率の高いオペレータ
の業務パターンを学習 
効果：受注率向上、 
オペレータ業務スキル向上 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCMjDybHL_cYCFcIjlAodHzQALA&url=http://www.epochtimes.com/b5/tag/%E7%BE%8E%E8%A3%BD%E9%80%A0%E6%A5%AD.html&ei=nlW3Vcj8IMLH0ASf6IDgAg&psig=AFQjCNE9aWI73CpGiBLw25i41mbp3ReU-A&ust=1438164760228328
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9. まとめ 
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• 需給変動や現場の創意工夫を取り込み、業
務指示を行う人工知能を開発しました 

 
• 人工知能を業務システムに組み込むことで、

業務効率が８％向上することを、物流倉庫作
業で実証しました 
 

• 金融、交通、プラント、ヘルスケア、公共、流
通など社会イノベーション事業に人工知能を
適用し、社会変化に柔軟に対応し、人と人工
知能が共に成長を促しあうシステムを提供し
てく予定です 
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